
サル対策の基本
行政では行動圏や群れ頭数の把握、計画的な捕獲に取り組んでいます。
地域の皆様には環境整備や追い払い、柵の設置などの取り組みをお願いします。

令和7年８月作成 鯖江市・越前市・池田町・南越前町・越前町・福井県丹南農林総合事務所

扉や窓を閉めていても、サルが自力で開けて家屋内に入ってきてしまう
場合があります。サルが出没したら家屋侵入を防ぐために扉や窓のカギも
かけて戸締りをしてください。サルがよく出没する地域ではお出かけの際
には戸締りをしてください。
なお、軒先の干し柿などもサルに食べられないように片づけてください。

サルが出没したら… その ①

戸締りの徹底で家屋侵入を防ぎましょう

追い払いの際に危険を感じたら、サルを刺激しないようにして
離れてください。特に小さなお子さんにはサルを見かけてもそっ
としておくようにお伝えください。

【サルから遠ざかる際のポイント】
・サルの目を見ない
・威嚇されたら目をそらし、後ずさりしながらその場を離れる
・走って逃げない、大声を出さない

追い払いは安全第一、無理は禁物

サルが地域に居つかないように、サルが出没したら複数人で追い払いを
行いましょう。追い払いの際には可能な限り山の奥まで追い上げるように
しましょう。

サルが出没したら… その ②

追い払いでサルに恐怖を与えましょう

サルにとって魅力のない地域をめざして

環境整備に取り組みましょう
収穫されずに放置されている柿などの果樹、畑の収穫残渣などはサルに

とっておいしいエサになります。このようなエサがあるとサルが人里に
やってくる原因となります。
柿などの果樹は適期になったら早めに収穫する、収穫残渣はコンポスト

に入れる、地中にしっかりと埋めるなどして、サルが手を出せないように

適切に処理してください。

サルに対応した電気柵などを設置することで、農作物を守ることができ
ます。柵を設置しても近くに電柱や木などがあると、そこから柵の内側に
跳び込んでくる可能性がありますのでご注意ください。

農作物を守るために

侵入防止柵の設置も有効です



丹南のサル情報
丹南地域には加害度の高いサルが５群いて、頭数のカウントや発信機装着によ
る行動圏把握などのモニタリングを行っています。その結果をもとに行政では
計画的なサル群れの管理を行っています。

ご相談はこちらへ

サルの位置情報を共有しています

丹南地域ではサルどこネット（NPO法人サルどこネットの
サービス）によるサル位置情報の共有を行っています。サル
どこネットに登録することで、メールでの位置情報・出没情報
の受信や、サルを発見した際の情報発信ができるようになりま
す。サルどこネットへの登録はお住いの市町の担当課で受け
付けています。受信だけでなく、サル情報の発信にもご協力
をお願いいたします。
また、南越前町ではアニマルポータル（Biologging 

Solutions Inc.の製品・サービス）で位置情報を役場ホーム
ページで公開しています。

南越前町役場ホームペー
ジのアニマルポータルに
移動します。

サルどこネット閲覧サイト
に移動します。
ただし、メールでの配信を
希望する場合は登録が必
要です。

加害度が高い群れは5群います

丹南地域では越前B群、越前C群、池田A群、南越
前C群、南越前D群の加害度が特に高くなっています。
福井県ではサルユニット会議を定期的に実施してい

ます。その中で専門家の助言のもと計画を策定し、

各市町、県の関係機関が連携してサル群れの管理を
行っています。

【近年の実績】
越前B群：26頭捕獲、発信器装着2頭
越前C群：8頭捕獲、発信器装着1頭
池田A群：33頭捕獲、

GPS・発信器装着3頭
南越前C群：13頭捕獲、GPS装着1頭
南越前D群：GPS装着1頭

越前B群

池田A群
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背景地図・出典等： Open Street Map
「国土数値情報（行政区域データ）」を加工

上図： 令和６年のサルどこネットの情報をもと
にした各群れの行動圏

目撃情報や電波受信の情報をもとに作成しています
ので、実際の行動圏とは異なる場合もあります。

鯖 江 市 （農林政策課） 0778-53-2232

越 前 市 （農林整備課） 0778-22-3008

池 田 町 （農村政策課） 0778-44-8004

南越前町（農林水産課） 0778-47-8001

越 前 町 （農林水産課） 0778-34-8704

県 丹南農林総合事務所 （農業経営支援部） 0778-23-4533

・サルどこネットのご登録
・補助事業活用のご相談
・被害対策研修のご要望 など

お住まいの担当課にご連絡ください

群れのメスザルに発信器を装着し
位置情報の追跡などに役立てています
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